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二
〇
一
三
年
春
季
労
使
交
渉
に
向
け
た
、

労
働
側
の
要
求
方
針
の
輪
郭
が
見
え
始
め
て

き
た
。
連
合
（
古
賀
伸
明
会
長
）
は
一
〇
月

の
中
央
執
行
委
員
会
で
方
針
の
土
台
と
な
る

「
二
〇
一
三
春
季
生
活
闘
争
基
本
構
想
」
を

確
認
。
一
一
月
六
、
七
日
に
は
構
成
組
織
を

交
え
、
中
央
討
論
集
会
を
開
催
し
て
そ
の
内

容
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
九
〇
年
代
後
半
か

ら
の
賃
金
水
準
の
低
下
な
ど
、「
傷
ん
だ
雇

用
・
労
働
条
件
」
の
復
元
を
は
か
っ
て
い
く

と
し
、「
す
べ
て
の
労
働
組
合
は
賃
上
げ
・
労

働
条
件
の
改
善
の
た
め
に
一
％
を
目
安
に
配

分
を
求
め
る
」
と
強
調
。
今
回
の
春
闘
で
は
、

例
年
以
上
に
個
別
賃
金
水
準
を
重
視
す
る
と

と
も
に
、
非
正
規
労
働
者
や
未
組
織
労
働
者

の
労
働
条
件
の
底
支
え
を
追
求
す
る
構
え
だ
。

一
方
、
全
労
連
や
純
中
立
労
働
組
合
懇
談
会

な
ど
で
つ
く
る「
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会（
代

表
幹
事
＝
大
黒
作
治
・
全
労
連
議
長
）」
は
、

二
○
一
三
年
国
民
春
闘
方
針
の
草
案
で
、
賃

金
の
改
善
・
底
上
げ
、
格
差
是
正
を
求
め
る

取
り
組
み
や
、
解
雇
・
失
業
に
反
対
し
、
雇

用
の
安
定
を
め
ざ
す
取
り
組
み
な
ど
を
重
点

課
題
に
あ
げ
る
。
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□　
　
　
　

□

　

連
合
の
基
本
構
想
は
、『
は
じ
め
に
』
の
な

か
で
、「
二
〇
一
三
春
季
生
活
闘
争
で
は
、
マ

ク
ロ
的
に
一
九
九
七
年
を
ピ
ー
ク
に
低
下
す

る
賃
金
の
復
元
・
底
上
げ
を
は
か
る
こ
と
を

重
視
し
、
賃
上
げ
に
よ
り
消
費
拡
大
・
内
需

拡
大
を
は
か
り
デ
フ
レ
か
ら
の
早
期
脱
却
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
す
る
。

　

連
合
に
よ
る
と
、
厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤

労
統
計
調
査
で
一
九
九
七
年
と
二
〇
一
一
年

の
一
般
労
働
者
の
賃
金
を
比
べ
る
と
、
四
・

一
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
賃
金

構
造
基
本
統
計
調
査
（
厚
労
省
）
の
平
均
所

定
内
賃
金
で
は
、
全
産
業
・
規
模
計
で
七
・

二
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
連
合
が
近
年
、
取
り
組
み
の

重
点
と
し
て
い
る
賃
金
に
お
け
る
「
格
差
是

正
」
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、「
個
別
賃
金

を
よ
り
重
視
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
」
こ

と
で
、
ミ
ニ
マ
ム
水
準
の
キ
ー
プ
や
め
ざ
す

べ
き
水
準
の
追
求
な
ど
を
通
じ
て
「
個
別
賃

金
水
準
の
社
会
的
波
及
を
高
め
て
い
く
」
と

う
た
っ
た
。

必
要
な
人
財
活
用
後
の
適
正
配
分

　

二
〇
一
三
春
闘
の
『
情
勢
』
と
し
て
は
、

足
元
の
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
く

も
の
の
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金
な
ど
内
需
拡
大

向
け
施
策
の
終
了
や
外
需
の
縮
小
、
円
高
な

ど
供
給
サ
イ
ド
の
リ
ス
ク
も
存
在
す
る
と
し

た
。
企
業
業
績
は
、
中
国
な
ど
で
の
カ
ン
ト

リ
ー
リ
ス
ク
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
業
績
悪
化

要
因
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
勤
労
者
の
生
活
は
、
世
帯
所
得
が

ピ
ー
ク
時
か
ら
一
〇
〇
万
円
以
上
低
下
し
て

お
り
、
年
収
二
〇
〇
万
円
未
満
層
も
一
一
〇

〇
万
人
近
く
に
及
ぶ
な
ど
と
し
て
、「
家
計
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
概
観
し
た
。
さ
き

の
通
常
国
会
で
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
な
ど

が
改
正
さ
れ
た
が
、「
法
改
正
に
基
づ
く
労
働

者
保
護
の
動
き
を
、
組
織
労
働
者
が
率
先
し

て
早
期
に
実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、

法
を
上
回
る
取
り
組
み
の
重
要
性
も
強
調
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
勢
認
識
を
う
け
、
基
本
構
想

は
、
二
〇
一
三
春
闘
の
課
題
を
三
点
提
示
。

一
つ
は
、
被
災
地
に
お
け
る
回
復
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
を
あ
げ
た
。二
つ
目
と
し
て
は
、正

規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
処
遇
改
善
や
底
上
げ

が
必
要
な
こ
と
を
提
示
。
三
点
目
と
し
て
は
、

国
内
で
の
事
業
継
続
の
優
位
性
の
確
保
な
ど

と
そ
の
た
め
の
「
人
財
」
活
用
の
際
の
「
成

果
の
適
正
な
配
分
」
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

賃
上
げ
等
の
た
め
に
一
％
の
配
分
を

　

二
〇
一
三
闘
争
の
考
え
方
と
し
て
は
、

「『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
を

目
指
し
て
『
傷
ん
だ
雇
用
・
労
働
条
件
の
復

元
』を
は
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
。
そ
の
た
め
に
、「
す
べ
て
の
労
働
者

の
処
遇
改
善
」「
高
付
加
価
値
を
生
み
出
す
人

財
の
育
成
・
処
遇
」「
労
働
条
件
の
底
上
げ
・
底

支
え
と
復
元
」「
格
差
是
正
」
を
通
じ
て
、「
す

べ
て
の
労
働
組
合
は
賃
上
げ
・
労
働
条
件
の

改
善
の
た
め
に
一
％
を
目
安
に
配
分
を
求
め

る
取
り
組
み
を
す
す
め
る
」
と
提
起
す
る
。

　

今
回
は
、
明
確
に
「
賃
上
げ
」
と
い
う
言

葉
も
挿
入
し
、
賃
金
面
で
改
善
が
必
要
な
組

合
に
お
け
る
純
ベ
ア
の
取
り
組
み
を
一
層
後

押
し
す
る
。
大
手
を
中
心
に
賃
金
の
絶
対
水

準
で
一
定
水
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
場
合
は
、

幅
広
い
労
働
条
件
の
改
善
に
取
り
組
む
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
ご
と
の
考
え
方

を
み
て
い
く
と
、
ま
ず
、【
賃
上
げ
要
求
】
で

は
、「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し
、
所
得

と
生
活
水
準
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
」

と
し
、「
加
え
て
、
低
下
し
た
賃
金
水
準
の
中

期
的
な
復
元
・
格
差
是
正
に
向
け
た
取
り
組

み
を
徹
底
し
、体
系
の
歪
み
等
を
是
正
す
る
」

な
ど
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
組
合
員
の
個

別
賃
金
実
態
を
把
握
し
、
改
善
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
。

ミ
ニ
マ
ム
課
題
は
賃
金
制
度
確
立
な
ど

　

企
業
内
最
低
賃
金
の
取
り
組
み
で
は
、「
す

べ
て
の
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
た
め
、
企
業

内
最
低
賃
金
の
協
定
の
締
結
拡
大
、
水
準
の

引
き
上
げ
を
は
か
る
」
と
し
、
未
締
結
組
合

は
協
定
化
の
要
求
を
行
い
、
す
べ
て
の
組
合

で
、
自
ら
の
産
業
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準
で
の

協
定
化
を
は
か
る
な
ど
と
し
た
。

　

一
時
金
水
準
の
向
上
・
確
保
に
つ
い
て
は
、

「
月
例
賃
金
の
水
準
を
大
事
に
し
つ
つ
」
と

の
文
言
を
新
た
に
加
え
た
う
え
で
、「
年
収
確

保
の
観
点
や
生
活
防
衛
の
観
点
も
含
め
水
準

の
向
上
・
確
保
を
は
か
る
こ
と
と
す
る
」
と

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
や
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
取
り
組

み
、
政
策
・
制
度
実
現
の
取
り
組
み
な
ど
に

関
し
て
記
述
し
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
組
合
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
に

ト
ピ
ッ
ク
ス

二
〇
一
三
春
闘

1

連
合
と
国
民
春
闘
共
闘
が
要
求
の
基
本
方
針
を
確
認
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位
置
づ
け
る
「
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課
題
」
と
し

て
は
、
①
賃
金
制
度
の
確
立
・
整
備
を
は
か

る
②
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
明
示
と
確
保
③

非
正
規
労
働
者
を
含
め
た
す
べ
て
の
労
働
者

を
対
象
と
し
た
処
遇
改
善
④
企
業
内
最
低
賃

金
協
定
の
締
結
拡
大
と
水
準
の
引
き
上
げ
⑤

産
業
実
態
を
ふ
ま
え
た
総
実
労
働
時
間
の
縮

減
、
時
間
外
・
休
日
労
働
の
割
増
率
の
引
き

上
げ
等
―
―
の
五
項
目
を
設
定
し
た
。
内
容

は
、
基
本
的
に
昨
年
と
同
様
だ
。

生
産
性
三
原
則
を
あ
ら
た
め
て
主
張

　
『
闘
い
の
進
め
方
』
で
は
、
二
〇
一
三
闘

争
は
、「
総
額
人
件
費
の
抑
制
に
よ
る
国
際
競

争
力
強
化
と
い
う
経
営
か
ら
の
脱
却
と
と
も

に
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
新
興
国
の
経
済

発
展
の
取
り
込
み
に
加
え
、
日
本
の
も
つ
強

み
を
再
認
識
し
た
経
営
を
め
ざ
す
こ
と
な
ど

『
生
産
性
三
原
則
』
を
改
め
て
主
張
し
て
い

く
」
と
意
気
込
む
。

　

相
場
波
及
に
む
け
た
取
り
組
み
で
は
、
今

回
も
「
共
闘
連
絡
会
議
」
機
能
強
化
を
あ
げ
、

昨
年
と
同
様
、「
各
共
闘
連
絡
会
議
を
中
心
に
、

回
答
引
き
出
し
組
合
の
集
中
度
を
一
段
と
高

め
」
る
と
し
、
共
闘
内
の
情
報
交
換
の
緊
密

化
や
第
一
・
第
二
先
行
組
合
に
よ
る
相
場
形

成
な
ど
に
む
け
た
情
報
開
示
を
す
す
め
る
と

し
て
い
る
。

　

個
別
賃
金
水
準
の
維
持
・
向
上
に
向
け
て

は
、
今
回
は
、「
中
核
組
合
（
現
在
約
四
〇
〇

組
合
）
の
『
賃
金
水
準
』『
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

分
』
の
開
示
を
行
い
、
賃
金
水
準
の
相
場
形

成
を
重
視
し
た
情
報
開
示
を
進
め
て
い
く
」

こ
と
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

非
正
規
共
闘
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
非
正
規

労
働
者
が
い
る
構
成
組
織
だ
け
で
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
今
回
は
す
べ
て
の
構
成
組
織
が

共
闘
に
参
画
す
る
。

　

中
小
の
取
り
組
み
で
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
維

持
分
と
賃
金
引
き
上
げ
分
（
一
％
相
当
）
を

求
め
て
い
く
と
し
た
。
こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ

る
方
針
の
な
か
で
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分

も
額
で
明
記
さ
れ
る
方
向
だ
。
ま
た
、
中
小

の
ク
リ
ア
す
べ
き
賃
金
水
準
を
明
確
に
す
る

た
め
、方
針
の
な
か
で「
最
低
到
達
水
準
値
」

も
明
示
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

基
本
構
想
を
う
け
た
連
合
の
最
終
的
な
春

季
生
活
闘
争
方
針
は
、
一
二
月
二
〇
日
の
中

央
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

職
場
と
地
域
の
双
方
で
た
た
か
う

　

一
方
、
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
は
、
二
○

一
三
春
闘
で
は
、
政
府
・
財
界
に
よ
る
労
働

者
・
国
民
の
雇
用
・
仕
事
と
く
ら
し
に
対
す

る
攻
撃
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

対
立
軸
を
明
確
に
し
て
、
た
た
か
う
姿
勢
を

打
ち
出
す
草

案
を
示
し
た
。

　

来
春
闘
を

取
り
巻
く
情

勢
と
し
て
、

新
興
国
で
の

経
済
減
速
が

顕
著
に
な
る

な
か
、
多
国

籍
化
し
た
日

本
企
業
で
の

生
産
体
制
の

見
直
し
や
リ

ス
ト
ラ
が
強

ま
っ
て
い
る

と
し
て
、「
賃

金
、
労
働
条

件
の
改
善
を

め
ざ
す
職
場

の
た
た
か
い
を
強
め
、
職
場
と
地
域
の
双
方

で
た
た
か
い
を
飛
躍
的
に
強
め
て
い
く
」（
小

田
川
義
和
事
務
局
長
）
こ
と
を
求
め
た
。

重
点
課
題
は
賃
金
改
善
・
格
差
是
正

　

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
来
春
闘
の
重

点
課
題
と
し
て
、「
賃
金
の
改
善
、
底
上
げ
、

格
差
是
正
を
求
め
る
取
り
組
み
」
を
あ
げ
る
。

大
企
業
や
富
裕
層
に
冨
が
偏
在
す
る
な
か
、

労
働
者
は
貧
困
化
が
進
み
、
最
低
賃
金
の
地

域
間
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賃

金
の
底
上
げ
を
含
め
て
、
産
別
運
動
や
地
域

運
動
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

①
「
統
一
賃
上
げ
要
求
目
標
」
と
「
最
低
賃

金
改
善
要
求
目
標
」
を
確
認
し
、
産
別
統
一

闘
争
を
軸
と
し
た
要
求
の
実
現
を
打
ち
出
し

た
。
さ
ら
に
、
②
企
業
内
最
低
賃
金
協
約
運

動
の
強
化
、
生
計
費
原
則
の
賃
金
、
均
等
待

遇
の
実
現
、
③
単
産
の
協
力
を
得
た
地
域
組

織
で
の
春
闘
交
流
会
、
討
論
集
会
の
開
催
④

全
国
一
律
最
低
賃
金
一
○
○
○
円
以
上
へ
の

着
実
な
接
近
、
水
準
の
低
い
Ｃ
、
Ｄ
ラ
ン
ク

地
域
で
の
最
賃
闘
争
の
強
化
―
―
な
ど
を
提

起
し
た
。

　

賃
金
以
外
の
重
点
課
題
と
し
て
は
、
①
解

雇
、
失
業
に
反
対
し
、
雇
用
の
安
定
を
め
ざ

す
取
り
組
み
と
し
て
、
電
機
な
ど
の
リ
ス
ト

ラ
・
合
理
化
に
反
対
す
る
た
た
か
い
②
労
働

時
間
改
善
な
ど
良
質
な
雇
用
確
保
を
め
ざ
す

取
り
組
み
と
し
て
、
有
給
取
得
率
七
○
％
、

週
六
○
時
間
以
上
労
働
者
の
解
消
③
消
費
税

増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
、
原
発
ゼ
ロ
の
日

本
の
実
現
を
め
ざ
す
国
民
共
同
の
取
り
組
み

④
改
憲
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
、
安
保
破

棄
を
め
ざ
す
取
り
組
み
―
―
を
掲
げ
た
。

　

草
案
は
秋
の
討
論
集
会
な
ど
で
議
論
を
深

め
、
年
明
け
に
正
式
決
定
さ
れ
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

連合および国民春闘共闘の 2013 春闘構想の主な内容

＜連合＞
　�すべての労働組合は賃上げ・労働条件の改善のために
１％を目安に配分を求める取り組みを進める

○賃上げ要求
　・�賃金カーブを維持し、低下した賃金水準の中期的な復
元・格差是正に向けた取り組みを徹底

　・従来以上に個別年齢ポイントの賃金水準を重視

○ワーク・ライフ・バランスの実現
　・中期時短方針を踏まえた展開を継続
　・過重労働対策

○企業内最低賃金の取り組みの抜本強化
　・�未締結組合は協定化を要求し、すべての組合での協定
化を図る

　・産業の公正基準を担保するにふさわしい水準で協定

○闘いの進め方
　・共闘連絡会議のより一層の機能強化
　・�代表・中堅銘柄の整備・開示、中核組合の水準、カー
ブ維持分の開示

　・�非正規労働者の労働条件改善の取り組みでは、非正規
共闘を強化し取り組みを展開

　・�中小の取り組みでは、月例賃金を重視し、賃金カーブ
維持分と賃金引き上げ分（１％相当）を求めていく

＜国民春闘共闘委員会＞

○賃金の改善、底上げ、格差是正を求める取り組み
　・�統一賃上げ要求目標と最低賃金改善要求目標を確認し
産別統一闘争を軸とする要求の実現

　・�企業内最低賃金協約運動の強化
　・均等待遇の実現
　・全国一律最低賃金 1,000 円以上への着実な接近

○解雇、失業に反対し、雇用の安定をめざす取り組み
　・電機などのリストラ・合理化反対

○労働時間改善など良質な雇用確保をめざす取り組み
○消費税増税、TPP参加阻止

編集部作成




